
 

（様式３） 

会議の開催結果について 

 
 
  

１ 会議名 令和７年度第３回河内長野市文化財保護審議会 
 

 ２ 開催日時 令和８年３月２日（月）午後２時から午後３時３０分まで 

 ３ 開催場所 河内長野市役所 ７階 行政委員会室 

 ４ 会議の概要 

 

議事第６号  

・議案「令和８年度事業計画（案）」について 

その他報告 

・第２次河内長野市文化財保存活用地域計画の文化庁長官の

認定について 

・松林寺所蔵 装飾経２点の調査について 

 ５ 公開・非公開の別 

       （理由） 
公開 

 ６ 傍聴人数 ０人 

 ７ 問い合わせ先 
 （担当課名）教育推進部 社会教育第２課 

文化財保護グループ（内線７５０） 

 ８ その他 

 

 

＊同一の会議が１週間以内に複数回開催された場合は、まとめて記入できるものとする。 
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令和７年度第３回河内長野市文化財保護審議会 議事録 

日時：令和８年３月２日（月）１４：００～１５：３０ 

場所；河内長野市役所７階 行政委員会室 

出席：中村会長、吉原副会長、山田委員、北川委員、小谷委員、井上委員、冨島委員、

横川委員、市川委員 

小川教育長、尾西部長、太田参事、福本課長補佐、鈴木 G長、島津副主査 

欠席：中井委員 

 

１．開  会 

 教育長あいさつ※小川教育長は公務により途中退席 

 中村会長あいさつ 

２．案  件 

 議事第６号 議案「令和８年度事業計画（案）」について 

３．その他 

  ・第２次河内長野市文化財保存活用地域計画の文化庁長官の認定について 

  ・松林寺所蔵 装飾経２点の調査について 

 

議事第６号  

議案「令和８年度事業計画（案）」について 

●事務局より説明 

 

北川委員 

・目標値は、前年度とくらべてほぼ横ばいで設定されている。もう少し高い目標を持

つべきではないか。 

・事業にはメディアを活用するとよい。メディアと組むことによって、参加者数・来

館者数が向上し、より多くの方々に河内長野の歴史や文化財の魅力を知ってもらう機

会にできる。そうすることで、予算をより効果的に活用することにもなる。 

・市単独事業にこだわる必要はないので、様々な機関と協働するとよい。 

・事業を市民向け、市外向けと分ける必要はない。魅力的な事業を実施すれば、市の

内外を問わず、自ずと人は集まる。 

→（事務局）承知しました。 

 

山田委員 

・北川委員の意見と同様、目標値が低いと思う。 

・目標値の指標を「参加者数」から「アンケート」に切り替えたのは、少子化が影響

しているのか？児童数が減少し、学校の廃統合などは？ 

・郷土歴史学習の講師はだれが監修しているのか？美術の時間なども利用するとよい。
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文化財建造物のスケッチなどをすることで、美術的なアプローチもできる。 

→（事務局）郷土歴史学習は、社会科や総合の時間の枠で、講師は市職員が行ってい

る。社会科にはこだわらない。 

 

小谷委員 

八尾市では、小学３年生が「民具」、４年生が「大和川の付け替え」、６年生が「古

墳」の学習をしている。教員と協働して副読本を作成したことがある。教材や教育内

容を学校の先生と話し合う機会をもつとよい。 

 

吉原副会長 

日本遺産が３件もあるのは、大阪府内でも稀有。公民館活動だけではなく、幅広く

活用していってはどうか？葛城修験などはもっとＰＲして活用できるのではない

か？日本遺産フェスティバルなどで出展できるのではないか？有形のものに加えて

無形のものも、全国にアピールできると思う。 

 

小谷委員 

 葛城修験に関連して、現役の修験者は市内におられるのか。修験者に関連するもの

などは学習館に所蔵しているか。展示してはどうか。 

→（事務局）現役の修験者は、個人的に何人か存じ上げている。学習館では修験に関

連するものは、今のところ寄贈や寄託のお申し出がなく、所蔵していないが、かつて

葛城修験の企画展を行ったことがある。日本遺産になったことを含めて展示など何か

できたらと思う。 

 

井上委員  

・目標値については北川委員と同じ意見。「このような事業を行うので、これくらい

の集客を目指す」という積算が必要。 

・予算の推移はどのようになっているか？ 

（事務局）文化財保存事業の内容や件数によって、年度ごとの変動が大きい。令和７

年度は補助事業が多く、令和８年度は少ないので、令和８年度予算要望額は大きく減

少している。それ以外、たとえば人件費は単価が上昇しているので、その分の予算要

望額は大きくなっている。 

 

冨島委員 

開山堂の修理の際に視察したい。 

→（事務局）承知しました。 

 

横川委員 

・目標値に関しては、課題を示し、「これをしなければならないので、目標値はこう
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なる」という組み立てが必要ではないか。 

・子ども文化財解説展をパブリックな場所だけでなく、商業施設などで開催してみて

はどうか？大阪自然史博物館が商業施設で事業を実施した際、普段と客層が違うこと

をいかしてアンケートを取り、課題整理など現状分析に活用した。 

 

市川委員 

・地域計画ベースで次年度事業計画を行うのは良いと思う。ただし、地域計画は行政

だけではなく市全体でやる計画である。現状はそうなっていないのではないか。 

・健康推進とタイアップした事業展開を考えてはどうか。女人高野と葛城修験も‘歩

く’という要素があるため、健康づくりにつなげやすい。ダイヤモンドトレールなど

をみても需要はあるので、ＳＮＳでの情報発信は市民も巻き込むとよい。 

 

小谷委員 

八尾市では、ボランティアでＳＮＳの情報発信をしている。 

 

横川委員 

・大阪自然史博物館では、友の会のアカウントがあり、ＳＮＳで情報発信をしている。

学芸員が内容はチェックしているが、基本はおまかせしている。 

・学芸員もルールを定めて、業務中でも業務に関連することに限りＳＮＳでの情報発

信をしてよいことになっている。 

 

※令和８年度事業の目標値については、再度事務局で検討することとした。 

 

 

その他 

第２次河内長野市文化財保存活用地域計画の文化庁長官の認定について 

●事務局より報告 

 

松林寺所蔵 装飾経２点の調査について 

●事務局および吉原副会長より説明。中尊寺経の有識者である赤尾栄慶氏に次回審議

会への出席を依頼することを確認した。 

 

小谷委員 

「大般若経」、一部の文字のはね方（伸び方）が中世の特徴とするところに似てい

る。 

 

中村会長 

 それも含めて次回に審議をお願いしたい。 



  

 
 
 
 
 

令和７年度第３回河内長野市文化財保護審議会 
 

 

 

 

 

議  案  書 



  

令和７年度第３回河内長野市文化財保護審議会次第 

 

開催日時 

令和８年３月２日（月）午後２時～午後４時（予定） 

開催場所 

 河内長野市役所 ７階 行政委員会室 

 

１．開  会 

  事務局あいさつ 

 

２．案  件 

 議事第６号 

   議案「令和８年度事業計画（案）」について 

  

３．その他 

 



  

議事第６号 

 

   議案「令和８年度事業計画（案）」について 

 

別紙のとおり報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ 日 

河 内 長 野 市 教 育 委 員 会 



令和８年度事業計画（令和８年３月２日現在案）  

令和８年度事業内容 実施期間 目標値 参考 備考
（１）方向性１　調査・研究　※第２次計画本文ｐ48～

① 歴史文化遺産の把握調査事業 － － － －
② 歴史文化遺産の詳細調査事業 未指定文化財の詳細調査 Ｒ７～Ｒ８ 指定件数　２件 －
③ 歴史文化遺産の相互関連性の調査・研究事業 － － － －
④ 埋蔵文化財の発掘調査・試掘調査・確認調査事業 埋蔵文化財の発掘調査・試掘調査・確認調査事業 通年 依頼に対する実施率１００％ R６年度実績１００％
⑤ 歴史文化遺産保存継承のための記録保存事業 歳時記プロジェクト映像記録（上高向子ども獅子舞）の作成 通年 記録作成　１件 R７年度実績　１件
⑥ 文化財保護審議会運営事業 文化財保護審議会の開催 年２回 － －

（２）方向性２　保存・整備・継承支援　※第２次計画本文ｐ50～
史跡金剛寺境内（鎮守橋）整備事業（3/3年目） Ｒ６～Ｒ８ 進捗率１００％ －
重文金剛寺開山堂屋根葺き替え事業（1/2年目） Ｒ８～R９ 進捗率１００％ －
重文金剛寺弘法大師像保存修理事業 Ｒ８ 進捗率１００％ －
重文金剛寺（宝物館）防犯防災設備整備事業 Ｒ８ 進捗率１００％ －
府指定福田家住宅差し茅事業 Ｒ８ 進捗率１００％ －
国・府・市指定史跡　施設管理事業 通年 補助件数　１０件 R６年度実績　１０件
国・府指定民家　住宅管理事業 通年 補助件数　３件 R６年度実績　３件
国・府・市指定（登録）建造物　防災設備保守点検事業 通年 補助件数　１３件 R６年度実績　１３件

③ 未指定文化財保存事業 ふるさと歴史学習館館蔵品　引き札３点の修理 通年 修理件数　３点 R６年度実績　２点
④ 保存活用計画作成事業 史跡観心寺境内保存活用計画の策定（スケジュールの作成、策定委員会の設置） 通年 進捗率１００％ －
⑤ 収蔵施設の整備等検討事業 － － － －
⑥ 歴史文化遺産保存・公開施設検討事業 － － － －
⑦ 史跡整備事業 史跡金剛寺境内（鎮守橋）整備事業（3/3年目）　※再掲 Ｒ６～Ｒ８ 進捗率１００％ －
⑧ 民俗文化財（有形の民俗文化財）収集・保管事業 要望に応じた学習館での調査・収集・保管等 通年 要望への対応１００％ R６年度実績１００％（寄贈５件）
⑨ 民俗文化財（無形の民俗文化財）保存継承事業 市指定無形民俗文化財　補助事業 通年 補助件数　４件 R６年度実績　４件
⑩ 選定保存地域保全・活用事業 岩湧山茅場の維持管理（茅刈、山焼き等） 通年 進捗率１００％ R６年度実績１００％
⑪ 防災（消防含む）・防犯施設整備事業 重文金剛寺（宝物館）防犯防災設備整備事業　※再掲 Ｒ８ 進捗率１００％ －
⑫ 歴史文化遺産保存継承者育成事業 文化財ボランティア育成活動 年１回 実施回数　１回 R６年度実績　２回

（３）方向性３　教育分野（学校教育分野）での活用　※第２次計画本文ｐ54～
①‐ａ） 郷土歴史学習（小・中学校）の推進事業 郷土歴史学習の実施 通年 市内歴史文化の理解度８０％ R６年度実施回数　５９回 参加生徒へアンケートを実施
①‐ｂ） 総合的な探究活動（小・中学校）の支援事業 子ども文化財解説、高野街道フィールドワーク、烏帽子形城跡保全活動への支援 通年 市内歴史文化の理解度８０％ R６年度実施校数　５校 参加生徒へアンケートを実施
①‐ｃ） 総合的な探究活動（高等学校）の支援事業 探究活動への講師派遣 通年 市内歴史文化の理解度８０％ R６年度実施校数　２校 参加生徒へアンケートを実施
（３）方向性３　教育分野（社会教育分野）での活用　※第２次計画本文ｐ55～

図書館歴史講座・古文書講座 年８回 年間参加人数　３３０人 R６年度実績　３２５人
公民館等出前講座 年５回 年間参加人数　２００人 －
ふるさと歴史学習館展示 通年 来館者年間　６，０００人 R６年度実績　５，４６４人
滝畑ふるさと文化財の森センター展示 通年 利用者年間　７，５００人 R６年度実績　７，１０９人
旧三日市交番展示 通年 来館者年間　１，４００人 R６年度実績　１，３０６人 土日祝のみ開館

②‐ｃ） 歴史体験事業 ふるさと歴史学習館および滝畑ふるさと文化財の森センターでの歴史体験 通年 年間参加人数　１，０００人 R６年度実績　９５９人 ９０７人（学）＋５２人（滝）
②‐ｄ） 河内長野版歳時記活用事業 高向・滝畑・日野地区を対象とした歳時記活用事業 通年 － －

ふるさと歴史学習館維持管理・運営 通年 － －
滝畑ふるさと文化財の森センター維持管理・運営 通年 － －
旧三日市交番維持管理・運営 通年 － －

（４）方向性４　観光分野での活用　※第２次計画本文ｐ56～
①‐ａ） 観光ボランティア活動の支援事業 観光ボランティア育成講座への講師派遣 通年 要望への対応１００％ R６年度実績１００％（実施２回）

「中世に出逢えるまち」に関連する公民館講座 通年 年間参加人数　５０人
R７年度実績　７２人（烏帽子形城跡
関連講演および現地見学会）

日本遺産フェスティバル・日本遺産マルシェへの出展 通年 出展回数　２回 R７年度実績　２回
大阪お城フェス2026への出展（自治体ブース・企画展示・イベントブース） 年１回（8/8-8/9） 入場者数　７，５００人 R７年度実績　７，３８７人

「女人高野」に関連する公民館講座 通年 年間参加人数　５０人
R７年度実績　７７人（市外での講演
会：オンライン配信含む）

日本遺産フェスティバル・日本遺産マルシェへの出展　※再掲 通年 出展回数　２回 R７年度実績　２回
①‐ｄ） 日本遺産活用事業「葛城修験」 「葛城修験」に関連する公民館講座 通年 年間参加人数　５０人 －
（５）方向性５　地域づくり分野での活用　※第２次計画本文ｐ57～
①‐ａ） 地域型住民団体の活動支援事業 団体主催事業への講師派遣 通年 要望への対応１００％ R６年度実績１００％（実施４回）
①‐ｂ） テーマ型住民団体の支援・連携事業 団体主催事業への講師派遣 通年 要望への対応１００％ R６年度実績１００％（実施２回）
①‐ｃ） 地域の伝統文化の継承支援事業 民間助成金等の情報提供による支援 通年 － －

烏帽子里山保全クラブと連携した史跡烏帽子形城跡の保全活動 通年 進捗率１００％ R６年度実績１００％
三日市小５年生による史跡烏帽子形城跡の保全活動 年１回 主体的に関わっていきたいとする人数５０％ － 参加生徒へアンケートを実施

②‐ｂ） 健康推進支援事業 金剛寺多宝塔のライトアップ事業（ピンクリボン運動） 年１回 実施回数　１回（10/1-10/3） R７年度実績　１回
〇関連遺産群事業（関連遺産群５　高向庄に関連する歴史文化遺産）　※第２次計画本文ｐ73～

関５-１ 文化財指定事業 － － － －
関５-２ 関連遺産群をテーマとした郷土歴史学習 高向地区の歴史文化についての郷土歴史学習・子ども文化財解説 通年 市内歴史文化の理解度８０％ － 参加生徒へアンケートを実施
関５-３ 歴史文化遺産特別公開事業 高向地区を対象とする歴史文化遺産特別公開事業 年１回（1日間） 来場者数　３００人 －

環境・景観維持保全事業②‐ａ）

①‐ｃ） 日本遺産活用事業「女人高野」

歴史文化遺産の展示事業②‐ｂ）

市が管理する施設の維持管理・運営事業②‐ｅ）

日本遺産活用事業「中世に出逢えるまち」①‐ｂ）

① 指定・登録文化財修理・整備事業

公民館・図書館等講座事業②‐ａ）

第2次河内長野市文化財保存活用地域計画

② 指定・登録文化財管理事業
（史跡・有形文化財（建造物）維持管理、防災設備保守点検）



  

その他 

 

  ・第２次河内長野市文化財保存活用地域計画の文化庁長官の認定について 

  ・松林寺所蔵 装飾経２点の調査について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ 日 

河 内 長 野 市 教 育 委 員 会 
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